
【
人
権(

人
権
擁
護
委
員)

】

奥
山
彌
佐
子(

旭
川)

天
野
博
子(

桜)

【
税
財
政(

納
税
貯
蓄
組
合
長)

】

齊
藤
貞
美(

港
北)

久
保
目
喜
一(

新
屋)

長
谷
部
久
夫(

雄
和)

平
良
　
子(

桜)

【
交
通
安
全
】

▼

交
通
指
導
隊
員

八
柳
正
三(

土
崎
港)

渡
邉
章(

下
浜)

田
近
政
孝(

桜)

▼

意
識
啓
発
活
動

武
田
宮
子(

仁
井
田)

【
自
治
振
興(

町
内
会
長)

】

武
藤
勝
春(

手
形)

粕
谷
芳
郎(

南
通)

長
谷
川
義
　(

八
橋)

大
澤
鐵
治(

八
橋)

松
坂
勇(

旭
北)

堀
正
司(

旭
北)

瀧
田
毅(

旭
南)

佐
々
木
政
昭(

旭
南)

石
井
登(

川
元)

三
浦
五
　
夫(

川
尻)

阿
部
滋(
茨
島)

工
藤
榮
治(

泉)

古
田
夘
助(
泉)

竹
中
榮
治(

土
崎
港)

青
木
稔(

土
崎
港)

川
田
直
政(

新
屋
町)

小
島
　
男(

新
屋)
石
川
唯
志(

新
屋)

鎌
田
金
光(

将
軍
野)
永
井
英
夫(

太
平)

鈴
木
岩
夫(

太
平)

藤
井
武
光(

飯
島)

福
田
雪
夫(

上
新
城)

工
藤
慶
職(
仁
井
田)

今
野
昭
造(

仁
井
田)

大
友
鈴
雄(

仁
井
田)

須
田
博(

上
北
手)

細
部
芳
雄(

下
浜)

佐
々
木
忠
次(

金
足)

高
橋
功(

牛
島)

高
橋
信
清(

御
所
野)

岡
部
守(

河
辺)

金
正
人(

雄
和)

伊
勢
定
正(

南
通)

内
藤
眞
吾(

楢
山)

鈴
木
鎭
一(

楢
山)

宮
澤
淳(

旭
南)

中
川
猛
夫(

川
尻)

故･

山
田
肇(

土
崎
港)

小
野
良
治(

新
屋)

中
山
清
造(

新
屋
町)

佐
々
木
睦
生(

新
屋)

橋
恒
悦(

河
辺)

伊
藤
正
和(

牛
島)

小
豆
嶋
勝
男(

寺
内)

【
社
会
福
祉
】

▼

社
会
福
祉
審
議
会
障
が
い
者
専
門
分
科
会
委
員

田
村
芳
一(

下
北
手)

▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
い
の
会
／

フ
リ
ー
ジ
ア
／

フ
ラ･

ロ
ケ
ラ
ニ
サ
ー
ク
ル
／

あ
き
た
友
楽
会
／

秋
田
万
歳
継
承
会
／

ま
ご
こ
ろ
友
の
会

▼

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
松
渕
紀
子(

明
徳)

能
美
ミ
キ(

川
尻)

工
藤
勝
義(

旭
川)

後
藤
美
代
子(

旭
川)

鈴
木
喜
悦(

旭
川)

金
曙
子(

八
橋)

正
木
瑠
美
子(

新
屋)

門
脇
紀
巳
子(

勝
平)

舩
木
新
悦(

飯
島)

安
宅
花
江(

寺
内)

豊
嶋
孝
夫(

旭
川)

小
泉
靖
子(

勝
平)

利
部
セ
ツ
子(

太
平)

関
谷
和
子(

御
所
野)

川
井
精
一(

築
山)

菅
原
ミ
チ
子(

仁
井
田)

渡
辺
京
子(

御
所
野)

佐
藤
ア
サ
子(

保
戸
野)

保
坂
　(

土
崎)

渡
邉
貞
雄(

金
足)

佐
々
木
伊
代
子(

雄
和)

佐
々
木
和
子(

金
足)

折
原
和
子(

東)

池
田
實(

中
通)

藤
原
久
美
子(

新
屋)

村
松
功
英(

太
平)

佐
々
木
チ
ヨ
コ(

金
足)

７
月
12
日｢

市
の
記
念
日｣

秋
田
市
功
労
者
を
表
彰

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
市
で
は
、
当
日
、
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、

市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
117
人
、
11
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７

地
区
の
歴
史
や
文
化
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
顕

彰
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
を
愛

す
る
心
の
育
成
や
、
地
域
振
興
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永な
が

田た

賢け
ん

之の

助す
け

さ
ん(

上
新
城)

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
き
た
代
表
理
事
と
し
て
、

市
民
の
生
活
安
定
と
文
化
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
消
費
者
を
守
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行

う
な
ど
、
消
費
者
行
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
川

お
お
か
わ

功い
さ
お

さ
ん(

保
戸
野)

秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農
業
政
策
へ

の
建
議･

要
望
の
提
出
と
農
地
転
用
な
ど
に
対
す
る

助
言･

指
導
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
農
地
行
政
の
執

行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木

さ

さ

き

了さ
と
し

さ
ん(

雄
和)

７
月
12
日
(金)
午
前
10
時
30
分
〜
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

記
念
日
式
典

靖や
す

子こ

レ
イ
ト
ネ
ン

(

ア
メ
リ
カ
合
衆
国)

本
市
の
交
流
合
意
都

市
で
あ
る
、
米
国
ア
ラ

ス
カ
州
キ
ナ
イ
半
島
郡
と
の
交
流
に
長
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
り
、
両
市
の

友
好
関
係
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん

一般表彰(敬称略) 特別感謝状

功労者表彰

＊(　)内は住所。民生委員･児童委員は担当地区名。 6

邦

隆

隆

髙



＊｢市の記念日｣は、明治22年７月12日に秋田市役

所が開庁したことにちなみ、昭和３年に制定し

ました。

菅
野
ふ
み
子(

雄
和)

田
中
久
子(

旭
南)

田
中
陽
子(

旭
南)

深
井
鈴
美(

寺
内)

佐
藤
富
子(

泉)

田
近
サ
ト
子(

仁
井
田)

【
環
境
】

▼

環
境
審
議
会
委
員
　
寺
山
雅
子(

手
形)

蒔
田
明
史(

飯
島)

▼

不
法
投
棄
監
視
員
　
渡
邉
静
雄(

上
新
城)

佐
藤
金
典(

上
新
城)

【
産
業
振
興
】

▼

商
業
振
興
　
堀
井
喜
久
雄(

東
通)

鈴
木
雅
之(

土
崎
港)

藤
井
俊
弥(

土
崎
港)

▼

市
場
運
営
　
佐
藤
信
男(

添
川)

▼

山
林
看
守
人
　

野
敏
雄(

下
浜)

【
教
育･

文
化
】

▼

文
化
振
興
審
議
会
委
員

齊
藤
博(

金
足)

▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
永
田
新
作(

土
崎
港)

秋
田
市
大
森
山
動
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド｢

た
い
よ
う
の
会｣

▼

青
少
年
育
成
　
岩
本
と
き
子(

八
橋)

菅
生
美
榮
子(

泉)

伊
藤
清
四
郎(

下
浜)

小
野
金
一(

金
足)

前
沢
惠
子(

東
通)

相
原
律
子(

新
屋)

渡
邊
節
子(

飯
島)

▼

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
　

小
野
淳
子(

大
住)

佐
藤
百
合
子(

川
尻)

伊
藤
慶
子(

泉)

菊
池
美
弥
子(

泉)

二
田
君
子(

外
旭
川)

本
間
夕
子(

外
旭
川)

【
消
防･

防
災(

自
主
防
災
組
織)

】

境
田
町
内
会
自
主
防
災
隊
／

種
沢
自
治
会
自
主

防
災
隊
／

北
浜
町
内
会
自
主
防
災
隊
／

八
柳
上

通
自
主
防
災
隊

一般表彰(敬称略)

市の記念日(７月12日)に
次の施設を無料開放！

大森山動物園／千秋美術館／赤れんが郷土館／

民俗芸能伝承館(貸出施設は有料)／旧金子家住宅／　

佐竹史料館／久保田城御隅櫓／旧黒澤家住宅

クアドーム ザ・ブーン
７月７日(日)は入館料が半額！
市の記念日にちなみ、７月７日(日)はクアドー

ム ザ･ブーンの入館料が半額です。ぜひお越し

ください。クアドーム ザ･ブーン☎(827)2301

大人250円、中･高校生200円、
３歳～小学生150円、３歳未満無料

久
保
田
城

御
隅
櫓

割引後

きずなでホットしてぃ
あきた寄附金

秋田市では｢ふるさと納税制度｣として、｢き

ずなでホットしてぃあきた寄附金｣を受け付け

ています。この制度は、出身地などの自治体に

寄附した場合、税額が控除･軽減されるもので、

秋田市では、その使い道を次の６つから選ぶこ

とができます。

①産業の活性化 ②住みよい環境づくり
③健康と安全安心 ④生き生きと暮らす
⑤人と文化をはぐくむ　⑥市長が選ぶ取り組み
ご希望のかたに、寄附申込書をお送りします

ので、企画調整課へご連絡ください。申込書は、

秋田市東京事務所(東京都千代田区)や、秋田銀

行、北都銀行の県外各支店に置いているほか、

市のホームページからも入手できます。

平成24年度は、24件3,201,710円の寄附
をいただきました。寄附金は、下記のとお
り今年度予算に充当させていただきます。
市政へのご協力ありがとうございました。

寄附金を使う事業 寄附金充当額

中心市街地
にぎわい創出事業

町内防犯灯
ＬＥＤ化事業
エイジフレンドリーシティ
構想推進事業

スポーツホームタウン
推進事業
子ども読書活動
推進事業

若年者就労支援事業

235,250円

5,250円

15,250円

2,000,000円

15,250円

925,460円

（29,989千円）

（200,000千円）

（6,802千円）

（7,805千円）

（13,454千円）

（9,002千円）

住宅用太陽光発電
普及促進事業

5,250円
（31,207千円）

（事業費）

産業の活性化

住みよい
環境づくり

健康と
安全安心

生き生きと
暮らす

人と文化を
はぐくむ

市長が選ぶ
取り組み

６つの
使い道

問い
合わせ

企画調整課☎(866)2032
秋田市東京事務所☎03－3234－6871

秋田市のふるさと納税制度

きずなでホットしてぃあきた寄附金 検索 ▼

ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進

事
業
は
地
元
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

を
支
援(

写
真
は
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ

ツ
秋
田
の
試
合
で)

＊事業費は平成25年４月１日現在の数字です

広報あきた　平成25年７月５日号7

今


